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本分野における国際競争力を維持・強化するため、世界最先端の、実空間における言語情報と非言
語情報の融合によるヒューマン・インタラクション基盤技術（感性・認知技術開発等）、分野間デー
タ連携基盤技術、AI間連携基盤技術を確立し、社会実装する。

現場のセンサ情報などを収集・蓄積し、仮想空間と連携することで専門的なIT人材でなくても構築
できるエッジプラットフォームに関する基盤技術を確立・社会実装し、IoTの導入がなかなか進まな
い分野や企業にまで利活用のすそ野が拡がるようにする。

Society 5.0を実現する上での極めて重要な基盤技術であり、我が国が強みを有する光・量子技術の
国際競争力の優位をさらに向上させるため、光・量子技術の中から重要かつ優先度の高い、レーザー
加工、光・量子通信、光電子情報処理を選定して世界最先端の研究開発を行い、社会実装する。

国家全体の災害被害を最小化するため、衛星、AI、多種多様な情報を活用し、災害の予測情報を生
成・共有する国向けの避難・緊急活動支援統合システムと地域特性を入れた市町村向けの災害対応
統合システムの構築等を行い、社会実装する。
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